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第 6 章では，水文量の和の分布に関する統計的研究を行なったO 水文量は一般にガンマ分布のごと
き歪んだ分布をなし，流量時系列や，降水量時系列のごとき従属あるいは間歌的な時系列を構成する。
本論文ではこれらのそれぞれの場合に対して多変数の和の分布，相関係数などに関する理論解を導い
た。
第 7 章では，前章までの成果を基礎にして現状の水資源計画方法論の批判と新たな方法論の呈示を
行なった。
本研究で得られた種々の理論的成果は，実測水文資料より得られる結果とよく一致した。
論文の審査結果の要旨
水資源計両における入力情報としての水文 i1t時系列の推計学的特性を解明することは，計画の信事rt
度を高めるためにきわめて重要な課題である。
本論文は，まづ月流量について独立性の強い大流量母集卜.tl と，持続性のある小流量母集団を分離し，
層別相関分析の手法を提案し それにもとずくシミュレーション手法を開発した。このような月流量
の時系列特性のみならず\因子分析によってその空間的構造についても近畿圏全域に例をとって解析
し，広域水資源計画の策定に有益な情報を呈示している。
貯水池は，水供給システムの内でもっとも有効な調節機能をもっ水工構造物で、あるが，放流量と貯
留量との聞に強い非線型性を含む変換過程であるため，その操作方式の検討に際しては事例的なシミ
ュレーションによる研究が大勢を占めていた。本論文は等価線型貯水池システムの概念を導入するこ
とによって，貯水池の流況平滑化機能を解析的に解明することを試み，成功している。
さらに出力側の水需要については，渇水日数，渇水水量の確率分布を明らかにし，渇水評価の定式
化を行なって水資源計画の信頼度について考察している。
以上のように，本論文は水資源計画方法論に斬新な手法を導入し，そのシステム解析の発展に貢献
するところが大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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